
TOPICS

● ● ●新 潟 県

� 令和7年11月25日

ロビーで談笑する参加者

開会前の会場、オンライン画面のスクリーンも

主会場　刈羽村生涯学習センター「ラピカ」

受付の様子

開会のことば
入澤勇太実行委員長
（刈羽村公民館長）

主催者あいさつ
新潟県公民館連合会　長谷川明寿会長

（上越市立中央公民館長）

司会者の脇にオンライン用のカメラ

皆
さ
ん
か
ら
、
多
大
な
ご
支
援
ご

協
力
を
い
た
だ
き
改
め
て
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

　

大
会
主
題

　
　
「
シ
ン
・
公
民
館
」

　
　

～
未
来
を
拓
く

　
　
　

公
民
館
を
目
指
し
て
～

　

９
月
26
日
㈮
に
簡
素
化
を
図
る

た
め
も
あ
り
半
日
日
程
で
、
第
75

回
新
潟
県
公
民
館
大
会
が
刈
羽
村

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
「
ラ
ピ
カ
」

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
会
場
は
刈

羽
村
で
し
た
が
、
柏
崎
市
、
出
雲

崎
町
と
３
市
町
村
で
実
行
委
員
会

を
つ
く
り
、
ま
と
ま
っ
て
計
画
、

運
営
に
当
た
ら
れ
、
よ
く
連
携
の

取
れ
た
大
会
だ
と
実
感
し
ま
し
た
。

　

今
回
も
オ
ン
ラ
イ
ン
を
活
用
し

た
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
開
催
と
な
り
、

各
市
町
村
か
ら
申
込
み
の
あ
っ
た

参
加
者
が
、
会
場
に
192
名
、
オ
ン

ラ
イ
ン
で
34
名
の
合
計
226
名
で
あ

り
、
他
に
講
師
、
来
賓
、
技
術
支

援
者
、
会
場
役
員
な
ど
を
合
わ
せ

る
と
、
約
250
名
の
参
加
者
が
あ
り

ま
し
た
。
多
く
の
皆
様
か
ら
ご
参

加
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
回
は
意
見
交
換
の
場
を
設
け
、

会
場
で
は
３
人
一
組
で
話
し
合
い
、

さ
ら
に
オ
ン
ラ
イ
ン
の
参
加
者
同

士
で
も
意
見
交
換
が
で
き
る
よ
う

に
す
る
新
し
い
取
組
も
行
い
ま
し

た
。
そ
の
た
め
も
あ
り
、
県
立
生

涯
学
習
推
進
セ
ン
タ
ー
の
職
員
の

第
75
回
新
潟
県
公
民
館
大
会
を
振
り
返
っ
て
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事
例
発
表

活
動
な
ど
を
解
説
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
そ
の
上
で
、
地
域
課
題
の
把

握
や
課
題
解
決
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
に

し
た
事
例
を
紹
介
し
な
が
ら
、
新
し

い
「
つ
ど
い　

ま
な
び　

む
す
ぶ
」

に
つ
い
て
示
唆
を
い
た
だ
き
、「
あ

な
た
の
講
座
が
地
域
を
つ
く
る
」
と

い
う
公
民
館
職
員
に
と
っ
て
力
強
い

励
ま
し
の
言
葉
を
も
ら
い
ま
し
た
。

　

最
後
の
ス
ラ
イ
ド
に
あ
っ
た
言
葉

を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

�

家
庭
教
育
：

　
　

�

こ
の
家
庭
に
育
っ
た
こ
と
に
感

謝
し
喜
び
を
感
じ
る

　

�

学
校
教
育
：

　
　

�

こ
の
学
校
で
の
ま
な
び
と
思
い

出
を
基
に
活
躍
す
る

　

�

地
域
教
育
：

　
　

�

こ
の
地
域
で
育
ま
れ
た
こ
と
に

愛
着
と
誇
り
を
持
つ

　

�

社
会
教
育
・
生
涯
学
習
：

　
　

�

こ
の
社
会
で
学
ん
で
い
る
こ
と

の
意
味
を
実
感
す
る

講　

演　

会

　

講　

師

　
　

新
潟
大
学
教
職
大
学
院
教
授　

　
　

雲
尾　

周　

様

　

演　

題

　
　

地
域
社
会
の

　
　

未
来
を
拓
く
公
民
館

　
　

～
社
会
教
育
の
温
故
知
新
と

　
　
　

ア
フ
タ
ー
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
～

来賓あいさつ
新潟県教育委員会
鶴巻勝教育次長

受賞者代表謝辞
津南町の内山純一さん

歓迎のあいさつ
品田宏夫刈羽村長

永年勤続者表彰　県内で 29名が受賞
会場には９名、オンラインで１名が参加

来賓紹介　６名の方がご臨席

スライドを活用した分かり
やすく、熱のこもった講演

閉式のことば
長谷川健一県公連副会長
（加茂市公民館長）

講師紹介
曽根乗知県公連理事

（出雲崎町中央公民館長）

お礼のことば
県公連土田道代副会長

（新発田市生涯学習課長）

司会は出雲崎町職員の
村越一雄さん
プロ並みの技量で大好評

講師　雲尾周
新潟大学大学院教授

主会場でもオンライン会場の
様子が分かり、一体感が
生まれた

　

36
枚
の
ス
ラ
イ
ド
を
用
意
し
て
も

ら
い
、
視
覚
に
訴
え
な
が
ら
新
潟
県

の
公
民
館
の
歴
史
（
平
成
20
年
ま
で

公
民
館
数
は
全
国
の
都
道
府
県
中
、

第
２
位
で
公
民
館
王
国
だ
っ
た
）、

教
育
基
本
法
や
社
会
教
育
法
に
お
け

る
公
民
館
の
規
定
、
地
域
課
題
解
決

学
習
に
お
け
る
社
会
教
育
・
公
民
館

に
期
待
さ
れ
る
役
割
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
ス
ク
ー
ル
と
地
域
学
校
協
働

会場からは質問があり
阿賀町公民館

斎藤主任（左）、清田主任（右）「集落のお宝発見事業」
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氏
　
　
　
名

所
　
　
　
属

1

久
保
田　

秀　

子　

様

糸
魚
川
市
磯
部
地
区
公
民
館

2

磯　

野　

美　

和　

様

糸
魚
川
市
中
能
生
地
区
公
民
館

3

伊　

藤　

裕　

美　

様

糸
魚
川
市
木
浦
地
区
公
民
館

4

保　

坂　

真
由
美　

様

上
越
市
三
郷
地
区
公
民
館

5

髙　

橋　

登
志
満　

様

上
越
市
北
諏
訪
地
区
公
民
館

6

佐　

藤　

寿
美
子　

様

上
越
市
谷
浜
・
桑
取
地
区
公
民
館

7

太　

田　

勝　

美　

様

上
越
市
頸
城
地
区
公
民
館
大
瀁
分
館

8

寺　

嶋　

友　

枝　

様

上
越
市
柿
崎
地
区
公
民
館
川
西
分
館

9

佐　

藤　

美
奈
子　

様

上
越
市
柿
崎
地
区
公
民
館
黒
川
分
館

10

鈴　

木　
　
　

智　

様

上
越
市
柿
崎
地
区
公
民
館
黒
川
分
館

11

勝　

山　

雅　

子　

様

上
越
市
清
里
地
区
公
民
館

12

金　

井　

邦　

子　

様

上
越
市
牧
地
区
公
民
館

13

内　

山　

純　

一　

様

津
南
町
公
民
館

14

佐　

藤　

克　

彦　

様

燕
市
川
前
公
民
館

15

北　

村　

吉　

雄　

様

新
潟
市
横
越
地
区
公
民
館

16

阿　

達　

哲　

二　

様

新
潟
市
小
須
戸
地
区
公
民
館

17

横　

山　
　
　

清　

様

新
潟
市
小
須
戸
地
区
公
民
館

18

小　

見　

健　

雄　

様

新
潟
市
小
須
戸
地
区
公
民
館

19

西　

野　

伸　

治　

様

新
潟
市
白
根
地
区
公
民
館

20

成　

田　

さ
ゆ
子　

様

新
潟
市
白
根
地
区
公
民
館

21

山　

田　

泰　

介　

様

新
潟
市
白
根
地
区
公
民
館

22

八　

島　

康　

平　

様

新
潟
市
西
地
区
公
民
館

23

石　

田　

晶　

子　

様

新
潟
市
巻
地
区
公
民
館

24

五
十
嵐　

圭　

子　

様

新
潟
市
月
潟
地
区
公
民
館

25

井　

澤　

め
ぐ
み　

様

新
潟
市
月
潟
地
区
公
民
館

26

丸　

山　

孝　

子　

様

新
潟
市
月
潟
地
区
公
民
館

27

長　

岡　

真　

樹　

様

新
潟
市
月
潟
地
区
公
民
館

28

阿　

部　

喜
代
志　

様

関
川
村
公
民
館

29

新　

野　

明　

美　

様

関
川
村
公
民
館

❖
❖
❖
令
和
７
年
度
県
大
会
永
年
勤
続
者
表
彰
受
賞
者
名
簿
❖
❖
❖
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会
場
の
刈
羽
村
を
は
じ
め
柏
崎

市
、
出
雲
崎
町
の
皆
さ
ん
が
素
晴
ら

し
い
連
携
で
企
画
・
運
営
に
当
た
っ

て
も
ら
い
、
県
内
29
市
町
村
の
ご
協

力
・
ご
尽
力
に
加
え
て
、
県
立
生
涯

学
習
推
進
セ
ン
タ
ー
の
ご
支
援
に
よ

り
、
実
り
の
多
い
大
会
が
開
催
で
き

ま
し
た
。
講
師
、
来
賓
な
ど
の
皆
様

を
加
え
て
約
250
名
の
ご
参
加
を
い
た

だ
き
、
半
日
日
程
な
が
ら
内
容
の
濃

い
大
会
に
な
っ
た
と
考
え
て
い
ま

す
。

れ
る
。
広
報
作
成
が
地
域
の
連
帯
を

深
め
、地
域
の
誇
り
に
な
っ
て
お
り
、

公
民
館
が
地
域
に
な
く
て
は
な
ら
な

い
存
在
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
発
表

で
あ
っ
た
。

　

新
潟
市
小
須
戸
地
区
公
民
館
の
吉

田
弘
樹
館
長
が
、
～
多
様
な
主
体

と
連
携
し
な
が
ら
今
年
で
発
行
75

年
「
こ
す
ど
地
区
公
民
館
報
」
～
を

テ
ー
マ
に
発
表
さ
れ
た
。
昭
和
23
年

９
月
に
設
置
さ
れ
た
歴
史
あ
る
公
民

館
で
、
昭
和
24
年
10
月
の
第
１
号

か
ら
今
年
10
月
で
850
号
の
発
行
に
な

り
、
76
年
目
に
突
入
と
い
う
歴
史
を

誇
っ
て
い
る
。
そ
の
歴
史
を
同
公
民

館
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
見
る
こ
と
も

で
き
、
過
去
に
県
優
良
公
民
館
表
彰

３
回
受
賞
、
全
国
優
良
公
民
館
表

彰
１
回
受
賞
さ
れ
て
い
る
。
作
成
に

は
、
職
員
が
公
民
館
事
業
や
地
域
の

明
る
い
話
題
な
ど
を
取
り
入
れ
た
原

稿
を
作
成
し
、
地
域
住
民
な
ど
で
つ

く
る
「
館
報
編
集
会
議
」
で
議
論
を

行
い
、
印
刷
業
者
が
作
成
し
た
広
報

を
各
自
治
会
の
力
も
借
り
て
配
布
さ

　

阿
賀
町
公
民
館
の
斎
藤
紀
子
主
任

と
清
田
亮
主
任
が
、
～
郷
土
を
知
り

郷
土
を
愛
す
る
未
来
を
拓
く
子
ど
も

を
育
て
る「
集
落
の
お
宝
発
見
事
業
」

～
を
テ
ー
マ
に
発
表
さ
れ
た
。
人
口

約
８
，
８
５
０
人
の
阿
賀
町
で
は
人

口
減
少
と
少
子
高
齢
化
が
急
速
に
進

行
し
て
い
る
中
で
、
社
会
教
育
課
が

所
管
す
る
「
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
」

の
小
学
生
を
対
象
に
「
集
落
の
お
宝

発
見
事
業
」
を
実
施
し
て
、「
誇
り

を
後
世
に
つ
な
ぐ
、
ま
ち
づ
く
り
と

人
づ
く
り
」
を
目
指
し
て
い
る
。
こ

の
事
業
を
実
施
す
る
に
あ
た
り
、
社

会
教
育
委
員
を
メ
ン
バ
ー
と
す
る
運

営
会
議
を
開
き
、
全
119
集
落
へ
の
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
や
集
落
へ
の
聞
き
取

り
調
査
を
行
っ
て
、
実
施
集
落
を
選

定
し
た
り
、
冊
子
の
編
集
・
作
成
を

行
い
町
内
の
学
校
や
関
係
機
関
に
配

布
し
た
こ
と
な
ど
の
紹
介
が
あ
っ

た
。
子
ど
も
を
対
象
に
し
た
事
業
で

あ
る
が
、
社
会
教
育
委
員
や
各
集
落

を
巻
き
込
ん
だ
取
り
組
み
で
あ
る
こ

と
が
実
感
で
き
た
。

質疑応答　数人の質問者から様々な質問があり、
的確な返答がされていた

意見交換の状況報告

閉会のあいさつ
高島純子県公連副会長
（新潟市中央公民館長）

新企画：意見交換、会場は３人１組で
話し合い、オンラインでも実施

新潟市小須戸地区公民館
吉田館長

「今年で発行 75年　こすど地区公民館報」
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サークル
交流

催
）。
普
段
マ
ニ
キ
ュ
ア

フ
ラ
ワ
ー
を
作
っ
て
い

る
訳
で
は
な
い
の
で
少

し
戸
惑
わ
れ
た
よ
う
で

す
が
、
快
く
引
き
受
け

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

参
加
者
た
ち
も
、
親
子

で
協
力
し
て
、
集
中
し

て
楽
し
く
作
成
し
て
い

ま
し
た
。
家
で
も
や
っ

て
み
た
い
、
楽
し
か
っ

た
と
い
う
親
子
も
多
く
、

充
実
し
た
講
座
に
な
っ

た
と
思
い
ま
す
。

�

（
水
原
公
民
館　

本
間
）

液
に
く
ぐ
ら
せ
て
幕
を
張
り
、

束
ね
て
作
る
造
花
。
デ
ィ
ッ
プ

ア
ー
ト
と
も
呼
ば
れ
ま
す
。
月

に
2
回
の
活
動
で
、
集
中
し
て

作
品
を
仕
上
げ
る
た
め
に
時
間

は
10
：
30
～
16
：
00
と
長
め
で

す
が
、
楽
し
く
活
動
し
て
い
ま

す
。
出
来
上
が
っ
た
作
品
は
、

本
物
と
見
間
違
う
ほ
ど
。
生
花

で
は
な
い
の
で
長
持
ち
す
る
の

も
良
い
と
こ
ろ
で
す
。

　

講
師
の
方
に
は
、
マ
ニ
キ
ュ

ア
フ
ラ
ワ
ー
で
ア
ク
セ
サ
リ
ー

を
作
る
親
子
向
け
の
公
民
館
講

座
で
、
先
生
を
し
て
も
ら
い
ま

し
た
（
令
和
7
年
10
月
4
日
開

ア
メ
リ
カ
ン
フ
ラ
ワ
ー

四
季
の
花

�

（
阿
賀
野
市
水
原
公
民
館
）

　

ア
メ
リ
カ
ン
フ
ラ
ワ
ー
と
は
、

ワ
イ
ヤ
ー
を
花
び
ら
や
葉
の
形

に
成
形
し
、
専
用
の
デ
ィ
ッ
プ

アメリカンフラワー作成の様子

親子向けの公民館講座の様子

成形したワイヤーをディップ液にくぐらせて幕を張る

マニキュアを塗って
オアシスに刺して乾燥

マニキュアを塗る様子

出来上がった作品たち

ディップ液に
くぐらせる前の

ワイヤー

る
こ
と
と
、
研
修
会
等
の
講
師
の
方

の
御
講
義
を
実
践
に
生
か
す
こ
と
で

す
。

　

両
方
の
施
設
で
勤
務
を
し
て
い
て

特
に
心
が
け
て
い
た
こ
と
は
、
来
所

さ
れ
る
方
が
県
民
で
あ
り
、
県
の
職

員
と
し
て
県
民
の
方
の
ニ
ー
ズ
に
お

応
え
す
る
の
が
業
務
で
あ
る
と
言
う

こ
と
を
学
び
ま
し
た
。
そ
の
学
ん
だ

こ
と
を
学
校
現
場
に
戻
っ
た
今
で
も
、

校
長
と
し
て
、
保
護
者
、
地
域
の
方
々

の
目
線
で
対
応
す
る
こ
と
を
心
が
け

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
多
く
の
研
修
会
の
中
で
特

に
印
象
深
か
っ
た
こ
と
は
、
尚
絅
学

院
大
学
の
松
田
教
授
か
ら
社
会
教
育

関
係
職
員
向
け
に
御
講
義
い
た
だ
い

た
「
等
話
」
に
つ
い
て
で
す
。
こ
の

学
ん
だ
こ
と
を
学
校
現
場
で
生
か
せ

な
い
も
の
か
と
考
え
て
い
た
と
こ
ろ
、

昨
年
度
赴
任
し
た
当
校
で
佐
渡
市
の

学
活
の
研
究
発
表
会
の
機
会
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
そ
の
時
に
、
松
田
教

授
か
ら
も
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
き

な
が
ら
「
等
話
」
を
取
り
入
れ
た
授

業
実
践
を
行
い
ま
し
た
。
話
合
い
活

動
の
ル
ー
ル
に
つ
い
て
、「
等
話
」
を

取
り
入
れ
た
話
合
い
活
動
は
、
生
徒

　

令
和
４
年
４
月
か
ら
令
和
５
年
３

月
ま
で
の
２
年
間
、
新
潟
県
立
生
涯

学
習
推
進
セ
ン
タ
ー
で
副
参
事
と
し

て
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
以

前
に
は
新
潟
県
立
文
書
館
で
も
２
年

間
勤
務
し
ま
し
た
。
社
会
教
育
関
係

の
所
属
は
計
４
年
間
の
勤
務
で
す
。

こ
の
４
年
間
の
中
で
学
ん
だ
こ
と
は

来
所
さ
れ
る
県
民
の
方
の
目
線
に
な

「社会教育を学校現場に生かす」
佐渡市立南佐渡中学校　校長　妹尾　雅巳

ひひ ろろ ばば

た
ち
に
と
っ
て
学
校
生
活
の
み
に
と

ど
ま
ら
ず
、
将
来
こ
の
地
域
を
背
負

う
立
場
に
な
っ
た
と
き
、
こ
の
地
域

に
根
付
い
て
い
く
の
で
は
な
い
か
と

考
え
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
次
年
度
は
新
潟
県
の
研

究
発
表
会
に
て
道
徳
教
育
に
生
か
し
、

「
考
え
、
議
論
す
る
道
徳
」
を
実
践
し

て
い
く
こ
と
が
で
き
な
い
か
を
探
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
社
会
教

育
と
学
校
教
育
と
の
つ
な
が
り
を
引

き
続
き
模
索
し
な
が
ら
、
学
校
教
育

の
現
場
で
よ
り
生
か
さ
れ
る
よ
う
に

努
め
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

バ　ラ バ　ラ
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実
践
記
録
シ
リ

ー
ズ

　

美
術
展
は
、芸
術
を
通
し
て
人
と
人
と
を
つ
な
ぎ
、町
の
魅
力

を
再
発
見
す
る
場
と
し
て
多
く
の
来
場
者
に
親
し
ま
れ
て
い
ま

す
。作
品
数
が
減
少
傾
向
に
な
っ
て
い
る
所
が
課
題
で
は
あ
り

ま
す
が
、ス
ペ
ー
ス
を
活
用
し
て
ど
う
見
や
す
く
展
示
す
る
か
、

毎
回
ス
タ
ッ
フ
と
相
談
し
な
が
ら
工
夫
を
重
ね
て
お
り
ま
す
。

お
わ
り
に

　

津
南
町
美
術
展
は
、
地
域
に
根
ざ
し
た
文
化
活
動
と
し
て
長

年
親
し
ま
れ
て
き
ま
し
た
。
出
品
者
の
創
意
あ
ふ
れ
る
作
品
と
、

そ
れ
を
温
か
く
見
守
る
来
場
者
の
存
在
が
、
こ
の
展
覧
会
を
支

え
て
い
ま
す
。
一
つ
ひ
と
つ
の
作
品
に
は
、
津
南
の
自
然
や
暮

ら
し
、
そ
し
て
人
々
の
思
い
が
息
づ
い
て
お
り
、
会
場
全
体
に

町
の
魅
力
と
ぬ
く
も
り
が
広
が
り
ま
す
。
美
術
展
を
通
し
て
、

地
域
の
人
が
互
い
の
感
性
に
触
れ
、
新
た
な
発
見
や
交
流
が
生

ま
れ
る
こ
と
は
、
ま
さ
に
「
文
化
が
人
を
つ
な
ぐ
」
瞬
間
で
す
。

公
民
館
で
は
、
こ
う
し
た
出
会
い
や
学
び
を
こ
れ
か
ら
も
大
切

に
し
、
次
世
代
へ
と
文
化
の
灯
を
受
け
継
い
で
い
く
こ
と
を
目

指
し
て
い
ま
す
。
津
南
町
美
術
展
が
、
こ
れ
か
ら
も
町
の
誇
り

と
し
て
、
多
く
の
人
に
愛
さ
れ
続
け
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

津
南
町
美
術
展
に
つ
い
て

　

津
南
町
美
術
展
は
、
町
内
外
の
多
彩
な
作
家
た
ち
が
集
い
、
絵
画
・

書
・
写
真
・
工
芸
な
ど
幅
広
い
分
野
の
作
品
を
展
示
す
る
地
域
文
化
の

祭
典
で
す
。
町
民
の
創
作
活
動
の
成
果
を
披
露
す
る
と
と
も
に
、
来
場

者
が
芸
術
に
親
し
む
機
会
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
会
場
で
は
、
子
ど
も

か
ら
高
齢
者
ま
で
幅
広
い
世
代
の
感
性
が
交
わ
り
、
津
南
な
ら
で
は
の

自
然
や
暮
ら
し
を
題
材
に
し
た
作
品
も
数
多
く
見
ら
れ
ま
す
。
地
域
の

温
か
さ
と
創
造
の
力
を
感
じ
ら
れ
る
本
展
は
、
毎
年
多
く
の
方
に
親
し

ま
れ
、
町
の
文
化
の
発
展
と
交
流
の
場
と
し
て
大
切
に
受
け
継
が
れ
て

い
ま
す
。

　

毎
年
多
く
の
町
内
美
術
愛
好
家
の
方
か
ら
出
品
を
し
て
い
た
だ
い
て

お
り
、
毎
年
100
を
超
え
る
作

品
を
展
示
し
て
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
津
南
町
美
術
展

は
、
町
民
の
創
作
意
欲
を
支

え
る
大
切
な
文
化
事
業
で
す

が
、
い
く
つ
か
の
課
題
も
見

ら
れ
ま
す
。
出
品
者
の
高
齢

化
が
進
み
、
新
規
参
加
者
や

若
い
世
代
の
出
品
が
少
な
い

こ
と
が
大
き
な
課
題
で
す
。

ま
た
、
広
報
が
紙
媒
体
中
心

第
69
回
津
南
町
美
術
展

で
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
を
通
じ
た
情
報
発
信
が
十
分
で
な
い
た
め
、

来
場
者
の
減
少
に
も
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
展
示
方
法
や
会
場

環
境
の
改
善
も
求
め
ら
れ
、
デ
ジ
タ
ル
作
品
な
ど
新
し
い
表
現

に
対
応
し
き
れ
て
い
な
い
面
も
あ
り
ま
す
。
今
後
は
、
例
年
出

品
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
方
と
協
議
し
て
、
こ
の
伝
統
あ
る
美

術
展
を
魅
力
的
な
事
業
と
し
て
進
化
を
目
指
す
こ
と
が
目
標
に

な
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

お
客
様
の
声

　

津
南
町
美
術
展
を
訪
れ
た
来
場
者
か
ら
は
、「
町
の
人
た
ち

の
作
品
に
温
か
み
が
あ
り
、
見
て
い
て
心
が
和
む
」「
知
っ
て

い
る
風
景
や
人
が
題
材
に
な
っ
て
い
て
親
近
感
が
わ
く
」
と

い
っ
た
声
が
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
展
示
作
品
の
多
く
は
、

津
南
の
自
然
や
暮
ら
し
、
季
節
の
移
ろ
い
を
題
材
に
し
て
お
り
、

見
る
人
の
記
憶
や
感
情
と
重
な
っ
て
共
感
を
呼
び
ま
す
。
中
に

は
「
毎
年
こ
の
展
覧
会
を
楽
し
み
に
し
て
お
り
、
年
々
作
品
の

レ
ベ
ル
が
上
が
っ
て
い
る
」「
町
の
小
学
生
や
高
齢
の
方
ま
で

出
品
し
て
い
て
、
地
域
の
一
体
感
を
感
じ
る
」
と
い
っ
た
感
想

も
聞
か
れ
ま
す
。
ま
た
、
家
族
や
友
人
の
作
品
を
応
援
す
る
た

め
に
訪
れ
る
人
も
多

く
、
会
場
で
は
自
然

と
会
話
が
生
ま
れ
、

笑
顔
が
あ
ふ
れ
ま

す
。
美
術
に
詳
し
く

な
い
人
で
も
気
軽
に

楽
し
め
る
雰
囲
気
が

あ
り
、「
作
品
を
見

て
自
分
も
挑
戦
し
て

み
た
く
な
っ
た
」
と

い
う
声
も
少
な
く
あ

り
ま
せ
ん
。

津南町美術展
（津南町公民館３F視聴覚室での展示）

津南町美術展
（津南町公民館３F和室での展示）

津南町美術展作品
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公民館総合補償制度 公益社団法人  全国公民館連合会

この制度は公益社団法人全国公民館連合会の団体制度です。市町村の公民館および自治公民館、また公民館に準ずるものとして
全公連が加入を認めたその他の施設等は名称を問わずご加入いただけます。

３つの補償で公民館活動をサポートします。３つの補償で公民館活動をサポートします。 補償範囲や対象者が広い制度です。

年1回の手続きで安心です。

掛金には割引制度もあります。

1. 行事傷害補償
全公連見舞金制度

＋災害補償保険（公民館災害
補償特約、熱中症危険補償特約）

2. 賠償責任補償
賠償責任保険（施設所有
管理者特約、昇降機特約）

3. 職員災害補償
全公連見舞金制度＋傷害総合保険
【就業中のみの危険補償特約、
入院保険金支払限度日数変更特約
（支払限度日数180日）】

■取扱代理店

■引受保険会社

＊このご案内は、本制度の概要を説明したものです。詳細については取扱代理店または引受保険会社までお問い合わせください。

（お問い合わせ・
資料請求先）

エコー総合補償サービス株式会社 〒101-0047 東京都千代田区内神田2-6-9
TEL : 0120 -636 -717（通話料無料） FAX : 0120 -226 -916（通話料無料）

公務文教営業部　文教室
〒160-8338 東京都新宿区西新宿1-26-1 TEL 03-3349-4679（受付時間:平日9:00から17:00まで）

（受付時間:平日9:15から17:00まで）

損害保険ジャパン株式会社
（SJ23-13019）2024年1月15日作成［2401K-○295］

　

上
越
市
社
会
教
育
課
（
公
民
館
係
）

�

主
事　

山
﨑　

尊
斗
さ
ん

　

令
和
７
年
４
月
に
採
用
さ
れ
、
社
会
教
育
課

で
公
民
館
の
業
務
を
担
当
し
て
い
る
山
﨑
尊
斗

さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。

　

市
内
に
あ
る
複
数
の
公
民
館
を
担
当
し
て
お

り
、
施
設
管
理
の
ほ
か
各
館
に
常
駐
し
て
い
る

公
民
館
主
事
と
連
携
し
な
が
ら
講
座
の
運
営
を

し
て
い
ま
す
。
自
分
の
考
え
を
し
っ
か
り
と
投

影
さ
せ
な
が
ら
、
責
任
を
も
っ
て
業
務
を
遂
行

さ
れ
て
お
り
、
そ
の
姿
は
我
々
に
と
っ
て
こ
の

上
な
く
頼
も
し
い
存
在
で
す
。

　

ま
た
、
担
当
地
区
で
行
事
が
あ
れ
ば
積
極
的
に
顔
を
出
し
地

域
の
皆
様
方
と
交
流
を
深
め
る
等
、
仕
事
と
の
向
き
合
い
方
も

素
晴
ら
し
く
、
共
に
仕
事
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
者
と
し

て
、
そ
の
度
に
感
服
さ
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
山
﨑
さ
ん
の
バ
ッ
ク
ボ
ー
ン
は
小
学
校
か
ら
大
学
、

そ
し
て
現
在
も
続
け
て
い
る
野
球
で
す
。
高
校
で
は
県
内
の
強

豪
校
へ
進
学
し
、
投
手
と
し
て
も
活
躍
さ
れ
ま
し
た
。

　

令
和
の
好
青
年
と
い
う
形
容
が
ピ
ッ
タ
リ
く
る
山
﨑
さ
ん
に

は
、
引
き
続
き
公
民
館
関
係
の
業
務
を
は
じ
め
と
し
て
様
々
な

経
験
を
積
み
、
社
会
教
育
関
係
は
も
と
よ
り
広
範
な
業
務
を
受

け
持
つ
市
職
員
と
し
て
、
市
民
の
た
め
に
大
い
に
ご
活
躍
さ
れ

て
い
か
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
〔
社
会
教
育
課
三
郷
地
区
公
民
館

　

�

公
民
館
主
事　

細
野　

敏
行 

記
〕

	 　先日、事
務局で使っ
ている２台

のうち古い方のパソコンが動か
なくなり、新しいパソコンが来
るまで事務仕事ができず、書類
の整理などの数日でした。
　ウィンドウズパソコンが普及
したのは1995年、今年で30年、
現在 50歳の人は仕事を始めた
ころには、パソコンを使ってい
た世代です。従って社会人の多
くの方はパソコンがあるのが日
常の世代です。今ではスマホの
ない生活も考えられないし、AI
も同様になるのでしょう。昨年
の関ブロ大会の記録集は、AI の
力を借りて作成しました。次は
何が必需品になるのか、期待が
膨らみます。� （五井）

編集後記

１　�新潟県公民館連合会　��
第3回理事会及び� �
第2回評議員会について

　①日時　令和８年２月６日（金）
　　理事会
　　　10：10～ 12：00
　　　　　　　　　  �303講座室
　　評議員会
　　　13：30～ 16：30　
　　　　　　  � 303・304講座室

　②会場　クロスパルにいがた
　　　　　（新潟市中央公民館）

　※�ご案内は 1月上旬にお出しし
ます。

２　全国公民館セミナー� �
　　（全国公民館連合会主催）
　①会期　令和８年２月２日（月）
　　　　　　　　　 � ～４日（水） 
　②会場　明治安田ホール
　　　　　（東京駅から徒歩5分）
　③申込み　12月10日（水）までに
　　　　　　新潟県公民館連合会へ

３　関東甲信越静公民館� �
　　連絡協議会� �
　　第3回理事会
　①期日　令和８年２月13日（金）
　②会場　埼玉県川越市
　　　　　ウェスタ川越

これからの新潟県公民館連合会関係の主な予定

素顔拝見素顔拝見

インフォメーションインフォメーション


